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【滋賀音楽振興会 事務局】 
〒520-2365 野洲市竹ヶ丘2-13   
樋口 崇 

：077-575-6804 

令和元年度 滋賀音楽振興会総会が開催されました 

平素はおんしんの活動にご理解、ご協力を賜りありがとうございます。 

 

事務局からのお知らせ 

☆ご氏名、ご住所等の変更がある場合は、速やかに事務局までお知らせください 
 

ごあいさつ 

Intermezzo  

滋賀音楽振興会 会長 中谷 満 
 会員の皆さま、猛暑お見舞い申し上げます。 
私は今、琵琶湖畔で大学オーケストラの合宿に来ています。テレビでは台風 10 号が西日本に上陸との情報が出
ています。被害が出ない事を願っています。連日、甲子園では球児達の熱戦が報道されています。熱戦に胸を打
たれテレビ観戦をしています！ 
 吹奏楽の世界でも、全国で熱い吹奏楽コンクールが今、行われています。今年も京都や和歌山、兵庫で審査に
参加させてもらいました。我々の時代の環境とは違い、昨今は指導者や楽器、情報などに恵まれ、各団体の演奏
能力が向上し、その熱い演奏に審査を忘れ感動しています。12 分間の演奏の為に過ごした、苦しい努力の日々
を想うと又、演奏の結果だけではない、其々の学生さんの熱き青春に、胸の内で拍手をしています。 
 僕自身もクラブ活動で過ごした中学・高校の吹奏楽と、先輩や指導者の出会いで、人生が導かれたと感じてい
ます。音楽のエネルギーは凄いです！今年の吹奏楽コンクールの参加者の中から、滋賀の音楽文化を盛り上げる、
多くの若者が増える事を期待しています。 
 本年も滋賀音楽振興会は、音楽を目指す若い人々と、滋賀の音楽文化の発展のため努めます。会員の皆さまの
益々のご支援をよろしくお願いします。 
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《音楽サポーター事業》助成申込み、受付中！ 
  

 

  

 

 

  

 

  

  

【糸賀一雄記念賞 第 18回音楽祭「湖の呼び声」】 
2019年 11月 3日（日祝）14時開演  
栗東文化芸術会館さきら 大ホール 
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2019年

6月
1日
（
土
）
び
わ
湖
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）
に
て
、
2019年

度
第
18回

滋
賀
県
新
人
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
今
回
は
全
部
門
統
一
で
行
い
、
合
計
8名
の
新
人
の
皆
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
各
賞
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

 【
最
優
秀
賞
】
 

坂
東
達
也
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
・
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
卒
）
 

 【
優
秀
賞
】
 

岩
﨑
藍
香
さ
ん
（
打
楽
器
・
大
阪
音
楽
大
学
卒
）
 

西
村
祐
美
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
・
同
志
社
女
子
大
学
卒
）
 

 受
賞
者
の
方
々
に
は
、
「
メ
モ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
タ
ル
2020」

へ
 

出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 新
人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
御
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
 

＊
来
年
度
新
人
演
奏
会
は
、
2020

年
6
月
13
日
（
土
）
び
わ
湖
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
で
す
。
 

        
 
 

 
坂
東
 
達
也
（
テ
ノ
ー
ル
・
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
卒
）
 ～
最
優
秀
賞
～
 

ピ
ア
ノ
：
山
中
 
歩
夢
 

演
奏
曲
：
G.ヴ
ェ
ル
デ
ィ
／
歌
劇
《
ル
イ
ザ
・
ミ
ラ
ー
》
よ
り
 
“穏
や
か
な
夜
に
”   ほ

か
 

  
こ
の
度
は
滋
賀
県
新
人
演
奏
会
に
お
き
ま
し
て
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
2008

年
に
東

京
藝
術
大
学
に
入
学
し
て
本
格
的
に
声
楽
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
コ
ン
ク
ー
ル
や
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
出
来
ず
、
悔
し
い
思
い

を
沢
山
し
て
き
ま
し
た
。
2016

年
の
夏
に
関
西
に
拠
点
を
移
し
、
神
戸
市
混
声
合
唱
団
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
自
分
の
歌
が
変
わ

っ
て
い
き
、
今
こ
う
し
て
自
分
の
演
奏
が
認
め
ら
れ
た
事
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
所
属
し
て
い

る
身
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
賞
を
頂
け
る
事
は
ま
た
自
分
に
と
っ
て
特
別
な
事
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
多
く
の
事
を
学
び
、
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
演
奏
会
に
出
演
出
来
る
よ
う
精
進
致
し
ま
す
が
、
滋
賀
県
新
人
演
奏
会
に
お
い
て
最

優
秀
賞
を
受
賞
出
来
た
事
は
僕
の
音
楽
人
生
の
誇
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
音
楽
家
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。
こ
の
度
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

    

西
村
 
祐
美
（
ピ
ア
ノ
・
同
志
社
女
子
大
学
卒
）
 ～
優
秀
賞
～
 

演
奏
曲
：
F.リ
ス
ト
／
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
に
よ
る
演
奏
会
用
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
  

 
 
 
 
 
 

 
こ
の
た
び
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
滋
賀
県
新
人
演
奏
会
で
は
、
学
生
の
頃
と
は
ま
た
違
っ
た
緊
張
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
演
奏
い
た
し
ま
し

た
。
学
生
と
い
う
枠
組
み
か
ら
外
れ
て
、
プ
ロ
を
目
指
す
べ
く
日
々
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
審
査
員
の
先
生
方
や
観
に
来
て
下
さ
っ
た
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
、
少
し
で
も
自
分
の
曲
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
思
い
を
込
め
て
演
奏
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
と
い
う
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
大
好
き
な
リ
ス
ト
の
曲
を
演
奏
で
き
、
ま
た
優
秀
賞
ま
で
頂
い
た
こ
と
は
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
演
奏
生
活

の
中
で
も
特
に
充
実
し
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
曲
に
向
き
合
っ
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
皆
さ
ま
に
伝
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

岩
﨑
 
藍
香
（
打
楽
器
・
大
阪
音
楽
大
学
卒
）
 ～
優
秀
賞
～
 

演
奏
曲
：
T.ゴ
リ
ン
ス
キ
ー
／
ル
ミ
ノ
シ
テ
ィ
 

  
こ
の
た
び
は
優
秀
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
滋
賀
県
民
と
し
て
、
滋
賀
県
新
人
演
奏
会
で
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と

に
大
変
感
激
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
演
奏
し
た
『
ル
ミ
ノ
シ
テ
ィ
』
は
、
大
学
の
卒
業
試
験
に
向
け
練
習
を
始
め
、
約
半
年
の
間
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
を
共
に
し
た
曲
で
す
。

人
前
で
演
奏
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
進
化
し
て
い
く
演
奏
が
自
身
で
と
て
も
面
白
く
、
何
度
も
演
奏
し
た
い
愛
着
の
あ
る
曲
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し

た
。
な
に
よ
り
、
き
ち
ん
と
自
分
の
意
思
の
こ
も
っ
た
演
奏
が
評
価
さ
れ
、
興
味
を
持
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
、
音
楽
を
通
じ
て
表
現

者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
審
査
員
の
皆
さ
ま
、
な
ら
び
に
ご
指
導
い
た
だ
い

た
先
生
方
、
講
師
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

   

出
演
者
名
  

古
川
 
和
佳
奈
（
ピ
ア
ノ
・
東
京
藝
術
大
学
卒
）
 

岡
山
 
真
奈
（
ピ
ア
ノ
・
愛
知
県
立
芸
術
大
学
卒
）
 

西
村
 
早
織
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
）
 

岩
﨑
 
藍
香
（
打
楽
器
・
大
阪
音
楽
大
学
卒
）
 

 

坂
東
 
達
也
（
テ
ノ
ー
ル
・
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
卒
）
 

西
村
 
祐
美
（
ピ
ア
ノ
・
同
志
社
女
子
大
学
卒
）
 

松
山
 
七
織
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
滋
賀
大
学
大
学
院
卒
）
 

上
田
 
侑
香
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部
卒
）
 

【
メ
モ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
2020】

 
 

2020
年
3
月
15
日
（
日
）
15
時
開
演
 
 

FIGARO
ホ
ー
ル
（
大
津
市
中
庄
１
丁
目
16-14）

 
 
 

入
場
料
1500

円
 

出
演
：
坂
東
達
也
（
テ
ノ
ー
ル
）、
西
村
祐
美
（
ピ
ア
ノ
）、
岩
﨑
藍
香
（
打
楽
器
）
 

 

演
奏
会
・
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
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【滋賀音楽振興会 事務局】 
〒520-2365 野洲市竹ヶ丘2-13   
樋口 崇 

：077-575-6804 

令和元年度 滋賀音楽振興会総会が開催されました 

平素はおんしんの活動にご理解、ご協力を賜りありがとうございます。 

 

事務局からのお知らせ 

☆ご氏名、ご住所等の変更がある場合は、速やかに事務局までお知らせください 
 

⇩	 ⇩	

 

ごあいさつ 
滋賀音楽振興会 会長 中谷 満 

 会員の皆さま、猛暑お見舞い申し上げます。 
私は今、琵琶湖畔で大学オーケストラの合宿に来ています。テレビでは台風 10 号が西日本に上陸との情報が出
ています。被害が出ない事を願っています。連日、甲子園では球児達の熱戦が報道されています。熱戦に胸を打
たれテレビ観戦をしています！ 
 吹奏楽の世界でも、全国で熱い吹奏楽コンクールが今、行われています。今年も京都や和歌山、兵庫で審査に
参加させてもらいました。我々の時代の環境とは違い、昨今は指導者や楽器、情報などに恵まれ、各団体の演奏
能力が向上し、その熱い演奏に審査を忘れ感動しています。12 分間の演奏の為に過ごした、苦しい努力の日々
を想うと又、演奏の結果だけではない、其々の学生さんの熱き青春に、胸の内で拍手をしています。 
 僕自身もクラブ活動で過ごした中学・高校の吹奏楽と、先輩や指導者の出会いで、人生が導かれたと感じてい
ます。音楽のエネルギーは凄いです！今年の吹奏楽コンクールの参加者の中から、滋賀の音楽文化を盛り上げる、
多くの若者が増える事を期待しています。 
 本年も滋賀音楽振興会は、音楽を目指す若い人々と、滋賀の音楽文化の発展のため努めます。会員の皆さまの
益々のご支援をよろしくお願いします。 
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《音楽サポーター事業》助成申込み、受付中！ 
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【糸賀一雄記念賞 第 18回音楽祭「湖の呼び声」】 
2019年 11月 3日（日祝）14時開演  
栗東文化芸術会館さきら 大ホール 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 


